
深層格 と パ ースペ クテ ィヴ

笠 井 勝 子

1.序

格 といえば,英 語で は代名詞 の主格 ・目的格 ・所有格 が,先 ず頭に浮

かぶ。 それぞれの格 は,決 まった形態 と機 能 を持 って いて,Imethim

inhisoffice.の 中 で,1がhimやhisと 入 れかわることはな い。これが,

一 般 に英語で考 え られている格であ る。

Fillmoreが 提 唱 した深層格 は,代 名詞 を含 めて,文 中で名詞の働 き

をするNounPhrase(以 下NP)が 動 詞 に対 して もつ関係 を さしている。

しか し,こ の 「動詞 に対す る関係」 は,ふ つ う考 え られる主語や 目的語'

の 関係 を,指 すのではない。主語 や目的語 は統語上の関係 である。次の

例で,(1)の 文 の主語はJohnで あ るが,(2)で はJohnを 主 語 とは言わない。

(1)Johnopendthedoor.

(2)ThedoorwasopendbyJohn.

(1×2)に見 るJohnは,ど ちらも ドアを開 ける動作の遂行 者である。次

の例文で,thiskeyに は,統 語上,文 の主語(3)と,主 語でない(4)の ち が

いはあるが,ど ちらの場合 も,鍵 は ドアを開 ける道具 である。

(3)Thiskeyopenedthedoor.

(4)Johnopenedthedoorwiththiskey.

Johnとthiskeyは,そ の統 語上の機能(主 語で あるか ど うか)に 関

わ りな く,動 詞openに 対 す る意味上 の関係 は変わ らない。そのような,

名 詞 の動詞 に対 する関係 を,格 関係 とい う。(1)～(4)のJohn,thiskey,

thedoorの 格 は,そ れぞれ,Agent,Instrumental,Objectiveで あ る。
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このよ うな深層格 に基づ いて説 明できることが らが
,い くつかある。

その一つ に文接続 によって生ず る非文がある。

2.文 接 続 と深層格

JohnandMaryreadbookは,JohnreadthebookとMaryreadthe

bookの 背 後にある構造 を組合 わせて導 き出す のが,L文 接 続 の考 え方で

ある。

Johnreadthebook`よ,

(5×6)に共通の部分VPを,Sの 上に別の新しいSを 立てて付ける①こ

とにより,二 つの文の深層構造から,等 位接続詞を持つ文を導びく。
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この文接続 によると,JohnopenedthedoorとThiskeyopenedthe

doorの 基 底構造か ら*Johnandthiskeyopenedthedoorを 生 じる。 こ

め文 は非文である。その理 由を,深 層格 によれば次 のように説明す るこ

とがで きる。

(7)深 層 格 の異 なるもの どうしを接続す ることはできない。

同 じVPを もつ主語 ど う しとはい って も,JohnはAgent,thiskey・

はInstrumenta1,と 動 詞openに 対 す る格 関係 は,同 じで ない。格 関係

が同 じでないものを等位接続す ることはできない,と い うことである。

3.日 本語 と英語の基底文にみる対称性

変形文 法の句構造規則 で は,文 を(6)の よ うにNPとVPに 書 き換 え

る。 しか しFillmore .は文 を(7)の よ うに先づModalityとProposition

に書 き換え る。

(6)SSNP十VP
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(7)SiModality-f-Proposition

(7)で は,文 はModality,即 ち様相 ・否定 ・時制 ・相 と,そ れ らを除 い

た,文 の基本的 な意味内容で あるProposition(命 題)と に書 き換 え ら

れ る。Fillmoreの 考 え 方 の 特 徴 は,文 の 基 本 的 な 部 分 で あ る

Propositionを,動 詞 と,そ の動詞 に対 して名詞 が もつ格 関係 とで構成

しているところにある。

(8)P-一 →V十C1十C2十 …… 十Cn

(6)の タ イプの書 き換 え規則で は,さ まざまな基底文 の文型 をカバ ーす

るために,形 容 詞 や前 置詞句 を入れ るの に対 して,Fillmoreの 書 き換

え規則 の 中心部 分 は,(7)と(8)で あ る,と 言 って よい。CはNPが 動 詞

に対 して もつ格 関係 を表 し,付 けた番号 は,異 なる格 を指 している。 こ

れ らの深 層格 には,Agent,Instrumental,Dative,Objective ,Locative

な どがあ り,英 語の場合,名 詞の格 を表す役目は前置詞 が受 け持つ。

(9)C-一 一→K十NP

Kは,そ の格 に固有 の前置詞 の ことで,例 えば,Agentはby,Dative

はto,Objectiveは の の前置詞 をとる。即 ち,す べてのNPは 深 層構造

において前置詞 を持つ,と 考 えるのである。その結果,異 る タイプの言語 ,

例 えば英語 と日本語,の 基本構造 を対称的な形 で,提 示 することができ

る。

英語 は,動 詞が先行 す るタイプの言語で,

P-一 　V十C1十CZ十 ・・・… 十Cn

C-一 一　K十NP

名 詞 が動詞 に対 して もつ関係 を示 すKは,名 詞 の前 に くる。

一方 日本語は
,

P‐iCl十CZ十 … 十Cn十V

C-一 一　NP十K
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動詞が最後 に くるタイプで,動 詞 に対す る関係 を示すKは(て,に,を,

は,等 名詞 につ く助詞で)名 詞 の後 に くる。

この二つの言語 のP,Cを 比 較 すると,ち ょうど,鏡 に映 して見 る関

係で あることがわかる。

当然,こ のPは,文 の基本構造 で あるか ら,英 語 の場合,表 層構造

を導 くた めには,Cの 中 か ら一つ を選 んで それをVの 左側 へ移動 させ

る②こと,及 び,す べてのCは,K+NPで,前 置詞Kを もつ ので,

主 語 と目的語 になったNPに つ いて はKを 取 り除 くこと,の 二つ の手

順 を取 らなければならない。

4.動 詞 のCaseFrame

先 に 述 べ た よ う に,(1)～(4)のJohn,thedoor,thiskeyは 文 中 の 位 置

に 関 わ り な く,そ れ ぞ れ の 格 はAgent,Objective,Instrumentalで あ る 。

(1)Johnopenedthedoor.

(2)ThedoorwasopenedbyJohn.

(3)Thiskeyopenedthedoor.

(4)Johnopenedthedoorwiththiskey.

次 の 例 で も 同 様 で あ る 。

(10)Thedooropened.

動 詞openに よ る,こ の 五 つ の 文 に は 共 通 し て,開 く も のthedoorが

あ る 。 こ れ は,openが,Objectivecaseを 必 ら ず 取 り,Agentと

Instrumentalcaseに つ い て は,任 意 で あ る と い う こ と で あ る 。 こ の こ

と を表 記 し て い る の が,動 詞 のcaseframeで,openのcaseframeは,

〔Obj(lnst)(Agent)〕 と表 す 。

言 い 換 え れ ば,文 のPropositionの 内 容 は,動 詞 と 格 で あ る か ら,一

つ 一 つ の 動 詞 は,共 起 す る 格 を み れ ば,そ の 意 味 上,統 語 上 の 特 性 を 知
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ることができる。

意味上,と い うの は,例 えば,die,kil1,murderのcaseframeを 比較

す ると,

(11)die[Dative

(12)kill:〔Dative(lnstl③Agent)〕

(13)murder(Dative(Inst)Agent)

この 三つのcaseframeに 共通 する格 といえばDativecase(即 ち,そ

の動作 を被 る人)が ある。 そ して各動詞 によって選択 自由な格(Agent

即 ち,そ の動作 を起 こさせ る人,ま た手 段 と しての道具Instrumental

case)と そ れらの組合せ を,比 べる ことによって,三 つの動詞の間の意

味上の特性 を把 えることが できる。

また,統 語上 というのは,格 の中の一つが主語 になるのであるか ら,

caseframeの 中 に格 が一 つだ けあれば,そ の格 が主語 に な り,そ の動

詞 は自動 詞 であ る。他動 詞 は,caseframeの 中 に二つ以 上の格 を とる

ことにな る。(11)～(13)のcaseframeは,自 動 詞dieと 他 動詞kill ,murder

の 区 別 も表 しているのである。 さらに,同 じ動詞が 自動詞 にも,他 動詞

にも使 われ ることがあ ることを,一 つ のcaseframeに よ って 例 え

ば,先 のopenの 例 でみ るように,一 つの格以外 は,割 弧 に入れ ること

によって 〔Obj(lnst)(Agent)〕 表 すことができる。

5.Perspective

品 物 を 売 買 す る 場 面 に は,ふ つ う,(a)売 手(b)買 手(c)品 物 くd)代金

の 四 つ が 関 与 す る 。 こ れ ら を 文 で 伝 え る 時 に,四 つ の 項 を み な 言 い 表 わ

す 文(14)も あ れ ば,そ の 一 部 だ け を 伝 え る 文(15)～(18)も あ る 。

(14)Maryboughta-dozenflowersfromHarryforfivedopers.

(15)Maryboughtadozenflowers.
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(16)Marypaidfivedollers.

(17)且arrysoldadozenflowers.

(18)Thedozenflowerscostfivedollers.

即 ち,同 一 の 場 面 で も,言 語 で 表 現 す る 際 は,視 点 の 置 き 方 に よ っ て,

(a)～(d)四 つ の 項 目 の 内 か ら 買 手 と 品 物(15),買 手 と 代 金 ⑯,売 手 と 品 物 ⑳,

品 物 と代 金(18)が,そ れ ぞ れ 選 ば れ る 。

そ の 選 択 は,buy(15),pay㈹,sell(17),cost(18)の 動 詞 に か か っ て い る

の で あ る 。 こ れ を 図 で 示 す と,

即 ち,各 動詞 は,そ れぞれ固有 の項 目の組合せ を指定 するので ある。

この ように,場 面の項 目を見渡 す視点 を,動 詞 に置 いて,視 界 を主語 と

目的 語 の位 置 に くる もの に限って み たの が,Fillmoreの 考 えて い る

Perspectiveで あ る,と いって よい。 このPerspectiveを,主 語 と 目的

語の位置 に限って考え るのには,次 のような理由がある。

同 じ深層格 であっても,主 語或 いは目的語 の位置 にくる場合 と,そ う

で ない場合 とでは,文 の意味 に相異 が出て くる。次の(aXb)を 比 較 してみ

よう。

(19)(a)Beesareswarminginthegarden.

(b)Thegardenisswarmingwithbees.

㈲(a)Hesmearedthepaintonthewall.

(b)Hesmearedthewallwithpaint.

¢1)(a)Iloadedhayontothetruck.
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(b)Iloadedthetruckwithhay.

(a)Hereadfromthepaper.

(b)Hereadthepaper.

(19)一一一⑳ のthegarden,thewall,thetruckの 深 層 格 は,(a)(b)い つ れ の

文 に お い て も,Localityで あ る 。 し か し,(a)の 文 で は 前 置 詞 が と れ て,

thegardenは 主 語,thewal1とthetruckは 目 的 語 に な る 。 こ の 場 合,

よ く 知 ら れ て い る と お り,(a)の 文 に は な い が(b)の 文 に は,「 庭 中 」「壁 全 体 」

「トラ ッ ク に 山 積 み 」 の 意 味 が あ る
。 こ れ は,Localityが 「そ の 場 所

全 体 」 の 意 味 を も つ た め に,格 を表 わ す 前 置 詞 を 落 して 主 語 或 い は 目 的

語 の 位 置 に く る の で あ る,と 考 え る こ と が で き る 。 こ の よ う な 考 え 方 は,

意 味 に 基 づ い て い る た め に,主 語 ・目 的 語 の 位 置 に く る こ と を,特 に,

Perspectiveに 入 る と い う言 い 方 を す る の で あ る 。

¢2)につ い て み る と,(a)の 文 で はthepaperはPerspectiveに 入 っ て い

な い 。 文 の 意 味 は,そ の 論 文 か ら一 部 を 読 み 上 げ る,で あ る 。 こ れ に 対

して(b)の 文 は,論 文 全 体 を 読 み 上 げ る,と な る 。

同 じ格 のNPがPerspectiveに 入 る 場 合 は,入 ら な い 場 合 に は な い 意

味 を もつ こ と を見 て き た 。09～ ㈱ に 共 通 して い る の は,Perspectiveに

入 っ て い るthegarden,thewall,thetruck,thepaperが,「 そ の 全 体 」

Totalityを 意 味 の 中 に 含 む と い う こ と で あ る 。Totalityの ほ か に,Fi11-

moreは,HumannessとChangeofstateを 挙 げ て,こ れ ら 三 つ を

Saliencyhierarchyの 目 安 と し た 。 即 ち,Totality,Humanness,或 い は,

Changeofstateの 意 味 を も つNPは,持 た な いNPに 対 し てSaliency

が 大 き い,そ れ で 当 然Perspectiveに 入 る と 考 え た の で あ る 。

HumannessとChangeofstateに つ い て は 次 の 例 が あ る 。

(23)(a)JohnhitHarry.withthestick.

(b)JohnhitthestickagainstHarry.

(24)(a)Johnknockedonthedoor.
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(b)Johnknockedthedoordown.

(25)(a)Johnpushedagainstthetable.

(b)Johnpushedthetable.

㈱ のHarryとthestickの 場 合,人 で あ るHarryと,物 で あ るthe

stickのSaliencyhierarchyは,Harry>thestickの 関 係 で あ る 。 こ の

関 係 に 従 っ て,(a)の 文 で はHarryが,Perspectiveに 入 っ て い る 。 一 方,

こ の 関 係 を無 視 し て,thestickの 方 がPerspectiveに 入 っ て い る(b)の 文

に は,本 来HumannessのSaliencyに よ っ てPerspectiveに 入 る は ず の

Harryを,そ の 位 置 か ら外 し た 結 果,こ の 文 の 中 で は,Harryは 人 と し

て よ り は,物 の よ う に 扱 わ れ て い る と い う意 味 が 出 て く る 。

即 ち,Johnhitthestickagainst且arryのHarryは,Johnhitthe

stickagainstthewallのthewal1と 同 じ扱 い を 受 け て い る こ と に な る 。

(24)(25)は,状 態 の 変 化 ・運 動 を 伴 うSaliencyを も つ 例 で,(b)の

thedoor,thetableは,(a)の 場 合 に 比 べ て,knock,pushの 動 詞 の 動 作

の 結 果,「 倒 れ る 」 「動 く」 の 変 化 を伴 う の で あ る 。

6.結 び

意 味の側か らは,Saliencyhierarchyに よ ってPerspectiveに 入 る も

のが指定 される。 これ は,統 語上 の関係 に,意 味の側か らの関わ り方 を

説 明 している。

場 面 に関与す るものの役割 を分析⑤す ることによって深層格 が与え ら

れ る。格 どう しの間 には,Casehierarchyが あ り,あ る格 は,他 の格 に

優 先 して,主 語 になる⑥。

そ こで二つ のhierarchyが,共 に統語上の関係 を指定す るの に与る こ

とになる。

Fillmoreは,'68年 に提案 した動詞 のcaseframeと の 関係 については,
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何 もふれて いない。それを関連づ けて,全 体 の概略 は次の ようになる。

言語表現 の前提 とな る場面 に関与す るもの(7)の役 割分析 を行 って,深

層格 が与 え られ る。その場面 を眺め る視点 となる動詞が,そ の動詞 の指

定す るcaseframeを 与 える。

Caseframeが 与 え られ る ことに よって,場 面 に関与 する ものの極 く

一 部 が
,文 の基本 構 造 を構成 す る格 と して選 ばれ る。 その格 の 問 の

SaliencyhierarchyがPerspectiveに 入 る格 主語 あ るいは目的語 の

位置 にくることのできる格 を選 別する。 しか し,具 体的な統語上 の

資格 その うちの どれ が主 語か,目 的語か はCasehierarchyが

決 定する。

以上,Fillmoreの 主 張 に沿 って考 えて きたが,不 明の点 もい くつか

あ る。 その 一つ は,Saliencyhierarchyに よ ってPerspectiveに 入 る

NPが 選 ばれ ると して も,果 して逆 は真で あるか。即 ち,Perspective

に入 っているNPは み な,Saliencyを もつ と考えて よいか。

注

①Chomsky-adjunction

②Subject-fronting

③ 重 な り合 った割弧 は,い つれか一方 を必 らず選択す ることを示す 。

④視 点 とい う考 え方 をFillmoreは 持 って いない。 これ は筆者 の提案 で

ある。

⑤具 体的 な基準 は明確 で はない。例 え ばObjectivecaseは 最 もneutral

caseと い うが,何 がneutralで あ るのか。

⑥例 えば,Propositionの 中 に二つ以上の格が ある時,そ の格 の一つ が

Agentcaseで あれ ば,こ れが他の格 に優先 して主語 になる。

⑦場面 に関与す るもの とは,こ の場合,NPで 表 わす ことの出来 るもの。
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